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１．はじめに―記載の意義
　山形市街は馬見ケ崎川扇状地に広がってい
る。近世山形城は扇端に立地し、その東側の
扇央部に城下町が形成された。扇頂部から扇
央部にかけて、山形五堰(1)と呼ばれる、いく
つもの農業用水の水路が貫流している（図４）。
　山形五堰は、扇状地の外側に広がる水田を
潤すだけでなく、地下水位の低い扇央部にお
いて生活用水として、きめ細かく分けられて
家屋敷のひとつひとつを貫流するとともに、
地下水を涵養して井戸水になっていたと考え
られる。近年では、街の景観づくりにおいて、
山形の街を特徴づける重要な要素として認識
され(2)、親水空間づくりが行われてきた。
　御殿堰にそった、旧県庁裏（北側）の親水
空間や明治時代初期の公立病院“済生館”の
原位置に建てなおされた市立病院（済生館を
模した飾りがある）の北側の親水空間などで
ある（図１、２）。そのデザイン（とくに形・
機能・素材）は、原風景とは異なって創造的
であった。ほぼ原位置に設計されたが、水源
は本来の堰の水ではなく、水量・水質の点か
ら、深井戸から汲み上げられた地下水が用い
られている。
　五堰のひとつ、笹堰の改修が2001年から山
形大学小白川キャンパス付近と山形市立第六
小学校付近から始まった。事業主体が山形県
（農林水産部農村計画課）であり、景観に関わ
る大きな事業であることから、山形県景観形
成検討委員会（第12回。平成13年３月。事務
局は土木部管理課建設計画調整室である）の
報告案件となった。その席で、いくつかの観
点から意見が述べられた。その一部は、
①石積みの改修＝歴史景観保全と水辺空間の
整備＝が本来の目的で、まったく新しく創
造するのではない。したがって、原風景は
どのようなものか。
②古い積み石構造をどこかにとりこんで残す
べきではないか。
③山形大学の建物の色との色あわせの問題。
― 45 ―
山形大学歴史・地理・人類学論集，第３号，45－58，2002年
（資料）　山形市笹堰の原風景 ― 山形の景観の考古学（２）―
Original Landscape of Reformed Scenery ;
the Sasa Irrigation Ditch in Yamagata City
阿子島　　　功
AKOJIMA, Isao
キーワード：都市計画，原風景，古地図，灌漑水路,　山形
Keywords：City planning, Original Landscape, Historical map, Irrigation ditch, Yamagata
現在は金網フェンスが明るい笹色であるが、
背景となる教養棟の色の茶系に色あわせす
る計画である。
④道路側フェンスは安全上避けられないとし
て、デザインと色を工夫する。
⑤大学キャンパスの閉鎖感（学外委員の感想
＝ただし、視察時期が入試と学生寮問題と
重なった時期で入構禁の時期であったよう
である）。今回の改修は構内部分に遊歩道を
設け、市民開放をはかった計画であること
に特徴がある。
⑥堰の改修にあたっては、近代的創造的な型、
今回のような原風景回帰型など、市内にさ
まざまあってもよいであろう。
⑦環境学習や地域学習としてのしかけ。
などであった。
　さて、原風景であるが、旧制山形高校敷地
が造成された、大正９年頃（1920年開学。大
正10年の学寮の工事中の写真では土地造成
済）の風景がわからない。たかだか80年前の
ことであるが、記録が乏しい。
　本論は、全面改修をひかえて、80年前の改
修までの風景、改修後現在まで80年間引き継
がれた風景ならびに現在の改修のねらいを記
録しておくことである。委員会資料が県政資
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図１　山形市旅篭町、旧県庁裏の親水空間。
　　　八ケ郷堰。
平成８年　山形市道路維持課。道路をふ
くむ工費1.４億円。
図２　山形市七日町１丁目、市立病院済生館北
側の親水空間。
平成８年６月　山形県。御殿堰。工費2.2
億円。
図３　小白川町１丁目、公園内に堰の水を取り
入れた親水空間。
平成８年　あこや公園。笹堰。工費2,700
万円。
料として残ればよいのであるが、まだわから
ない。本誌が後世に残る事を期待しての、い
わば紙碑である。
　現在の改修のねらいをあえて記す意味は、
設計時に意図したものが、後世の利用者・管
理者に理解されなかったり、伝わらなかった
りするおそれがあるからである。使われて良
いものだけが残るという真実があるが、はじ
めから誤解されていることもある。
２．笹堰の改修と親水空間づくり
　社会的背景として、従来の機能のみ重視の
３面張りの用水路に対して、生態系復活や や
すらぎの場が求められるようになった。その
点で、石積み水路でかつ公共用地に接してい
る、笹堰水路の小白川地区と南一番町地区が
注目された。小白川地区をはじめ、石積みの
石と石の間はモルタルで塗りこめて補修され
ていた。堰の漏水による扇状地の地下水涵養
機能と漏水を少なく効率よく送水する機能と
は対立する要求である。水路底は20mごとに
帯状の床固め工をいれるほかは、粘土層を
作った後に玉石張りの計画である。山形大学
敷地は平面を出すため、大きく（東西）２段
に切り盛りが行われているので、東側の敷地
の高さは外周水路の底よりも低い部分もあり、
単純に地下水涵養を望むことはできない（図
８）。ほとんどの部分が実質３面張となった。
　この補修工事は、農林水産省の補助による
事業名が山形五堰地区地域用水環境整備事業
であり、小白川町の大学通りせせらぎ水路お
よび南一番町の第六小東通りせせらぎ水路で
ある。事業採択に先だって平成11年４月農水
省事業計画課と京都大学嘉田教授らの視察、
平成10年10月以降数次にわたって東京大学
堀 繁教授（山形県景観形成検討委員会顧問）
のデザイン指導が行われている。平成10年11
月地元説明会が行われた。
　山形大学敷地内に遊歩道をうつす案は、こ
の頃からの住民からの要望であるらしい。大
学側からは、“開かれた大学”の具現化として
受け入れられた（図５）。一方、堰の機能とし
て、農業用水としてだけでなく、山形市側か
らは防火用水として機能させるために、臨時
の堰止板を設置する溝（ガイド）および市内
６ケ所で堰の水を利用した（地下）防火水槽
が計画された。
【扇頂部の堰の景観】
大学せせらぎ水路の基本的な設計思想は； 
　● 現況の石組みで復元（改修）する。
　● 水路が深いのでなるべく浅い計画高さと
する。
　● 分水工、落差工、洗い場などは昔から利用
されている施設を調べて参考にして形状を
検討する（図５－Ａ　これらの部分が平成
12年の創作となった）。　
　● 東北角に階段状石組みの洗い場風の親水空
間を創作。丸いやさしい感じに、しだれ桜、
柳などを配する。由来などの説明を側壁に
埋めこむ（図５－B）。　
　● 落差工は白波のたつ構造に。（図10、11）
　● 大きな石は水路底に鏡石等に。
　● 水路底のコンクリート帯工は変化を持たせ
る（図９、11）。
　● フェンスは長くつづくので高さに変化をも
たせる。
　● 橋のフェンスは避けて低い石の高欄に。
などであった。
　平成12年度内に大学敷地東側の約210m区
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間の工事が終わった。遊歩道部分は機能して
いない。平成13年度分約320m区間工事が平
成14年１月下旬より開始された。分水工の上
部の機能にかかわらない水門状の部分が平成
の創作である（図７）。
　山形大学小白川キャンパスの北半分は旧制
山形高等学校敷地である。馬見ケ崎川扇状地
の扇頂部から扇央部に移行する部分に位置し
ている。
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かじか公園親水広場①
大学通りせせらぎ水路②
図書館通りせせらぎ水路③
霞城の森せせらぎ水路④
神明神社親水護岸⑤
第六小東通りせせらぎ水路⑥
ふれあい通り親水護岸⑦
第八小北側親水護岸⑧
天　沼⑨
「山形五堰地区」地域用水環境整備事業
※地域用水環境整備事業：水路、ダム、ため池等の農業水利
施設としての機能を維持しつつ、快適な生活環境を創造す
ることを目的とする。
予定工期　平成11年度～平成15年度（予定）
総事業費　650百万円
事業内容　せせらぎ水路　2,040m（８ケ所）
　　　　　ため池改修　１ケ所（5,390m2）
※整備箇所：市民が集まる公共施設周辺の老朽化した箇所を
重点的に整備する。
図４　山形五堰地区地域用水環境整備事業（山形県農林水産部農村計画課）図を一部改変
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図６　笹堰の分水工（従来の分水工）。
右手（西側）建物は教育学部技術科実
習工場。図５の地点Ａ。
図５　小白川町大学通りせせらぎ水路計画（山
形県農村計画課）より編集。
　　　工費8,500万円
図７　笹堰の分水工（2001年施行）４月撮影。
左手が東。
図８　東側水路。石積みとその裏側の↑遮水
モルタル壁（200１年３月）
３．笹堰の原風景
【扇頂部の堰の景観】
　もともと直角の分水工は、旧制山形高等学
校（大正９年開学）の敷地の造成が行われた
ときに、敷地を迂回させるために新たに作ら
れたものである。江戸時代の堰は扇状地面上の
旧河道などの微地形に合わせて作られており、
分水は鋭角（逆Ｙ字形）に行われていた。文化
15年（1818年）の水路図(3)に笹堰の分枝の様
子がよく描かれている（図12、13）。しかし、こ
の地図には堰にそった道は描かれていない。
　江戸時代後期の笹堰は（現）山形大学東側
で飯塚方面（図中の十日町堰飯塚村行）、椹沢
方面（横町堰椹沢村行）、地蔵町方面など４分
枝していた。（現）教養棟付近に“松木たん”
とあるのは、おそらく河間の微高地であろう
（図13）。ほかに“桜木たん”とある。
　堰沿いの点々はおそらく樹木であり、点在
している程度であったように読める。
　明治34年（1901年）測量の原縮尺１：20,000
地形図は、旧制山形高校が設置される以前の
最も正確な地形図である。堰は記入されてい
ないが逆に、３種類の幅を異にする表現の道
路が、堰の位置に完全に一致して描かれてい
る。堰と道が並走していたのであろう。　旧山
高構内には西に開くＶ字形の道路が描かれて
いる（図16）が、旧制山高の敷地造成の切り
盛りによって失われた。周辺はほとんどが桑
畑、一部が水田である。
　昭和10年頃の斜め空中写真（図14）は、旧
制山形高校東側の（現）小白川１丁目あこや
公園付近の宅地造成が行われる以前の耕地と
笹堰を記録した数少ない風景写真のひとつで
ある。川岸の土手に樹木が点在している。両
岸の土手はみえるが道はよくわからない。
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図９　改修された東側水路北部分の水路底
図10　東側水路北部分のせせらぎ演出
図11　東側水路南部分の底の演出（手前が南）
大正14年の山形市明細図（松田直太郎編・発
行、山形県立博物館蔵）には、旧制山高の北
側と西側を外周する笹堰のひとつが、（正門か
ら西へ）第五小にむかっている様子を表して
いる（図15）。
　したがって、扇頂部の小白川地区の笹堰は
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図12、13　文化15年（1818年）の水路図
　　　図12（上）小白川村とその周辺。専称寺と法憧寺を加筆。　　　　　　　　　
法憧寺は（現）もみじ公園。図12の範囲は図15測量図の中に示す。
図13（下）現山形大学とその周辺部分を拡大。　　　　　　　　　　　
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図16　明治34年（1901）測量の原縮尺１：20,000地形図より
図17　昭和22年（1947）米軍撮影の航空写真より。（右）拡大　↑（現）グラウンドは未整地。
図14　昭和10年頃の斜め航空写真
（ふすま同窓会、2000）　矢印は笹堰。
図15　昭和初期の山形市街詳細図より。
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両側が明るく開けた風景であった。その状態
は昭和20年代までつづいた（図17）。
　一方、扇央部の寺町から西側の堰は、江戸
時代より寺・町屋をぬっており、専称寺境内
の御殿堰に代表されるように、樹木や家屋が
せまって、やや暗い風景であった。
【扇端部の堰の景観】
　山形市立第六小東通りせせらぎ水路の計画
の基本的な考え方は、山形大学小白川地区せ
せらぎ水路の計画と同じであるが、堰の水の
一部を学校敷地内に引き入れてビオトープを
目指した池や第六小の校章や校歌にある白い
鳩のついた“あずまや”をつくる(4)ことなど
が異なっている（図19、20）。
　扇端部の山形第六小学校付近はもともと城
下町の外縁であり、南の防御となる社寺が多
数あった。六椹八幡宮や最上氏の菩提寺であ
る光禅寺などである。その外側は畑と水田で
あり、この風景は昭和15年頃までほとんど変
わらなかった。上山へ通じる国道（いわゆる
産業道路）が城下町町並みを切り開き、太平
洋戦争中の昭和16年頃から疎開工場である
日本飛行機工場が南東側の扇端部に誘致され、
19.4万m2の広大な工場敷地が造成されて風
景が変わるきっかけとなった（阿子島，2001）。
明治36年測量の１：20,000地形図（図21）は、
扇端の南東角において土地利用が桑畑・普通
畑から水田へと変わる様子をよく表している。
この図に堰は表現されていない。
　大正14年の山形市明細図（図22）には、主
な堰が表現されており、笹堰が光禅寺の敷地
を貫く様子が表現されている。光禅寺庭園の
池と第六小の敷地は描かれていない。この図
にある、光禅寺の庭園と墓地の間を流れる笹
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図18　光禅寺内の笹堰（第六小の直上流）。
ほぼ原風景。　　　　　　　 
図20　南よりみた第六小東通りの計画図
（山形県農村計画課）
図19　改修された第六小東通り・南通りの笹堰。
　東通り水路の本線整備2,800万円、
引き込み水路整備1,180万円。　　
ａ．第六小東側のビオトープ池
ｂ．笹堰の取り入れ口　堰の碑
ｃ．南側既設水路コンクリート張り
堰は、おそらく江戸時代からの原風景のなご
りを残していると考えられる（図18左手の樹
木は光禅寺の庭園の樹木である）。
　原図縮尺１：2,500等高線間隔１mの地盤
高図によれば、旧河道の凹地が光禅寺の敷地
と第六小の敷地を斜めに貫いていることが推
定できる（図23）。その延長のひとつは（現）
山形県立山形西高等学校敷地をぬけて西南西
へ下っていた(5)。山形西高等学校敷地内で縄
文時代～平安時代の複合遺跡が検出されたが、
― 54 ―
図21　明治36年測量１：20,000地形図より。
　　　 〇印は図22、23、24の対照点。旧国道（産業道路）と第六小敷地を重ねて記入した。
図22　大正14年の山形市明細図より、光禅寺付
近の堰の表現。山形県立博物館所蔵。
図23　地盤高図より読める旧河道。１：2,500原
図より縮小。（阿子島・吉田，1999）
六椹八幡宮 光禅寺
第六小
そこでは河跡の両側に集落が営まれていた。
遺物遺構の包含層の時代は、縄文時代中期、
弥生時代、古墳時代～平安時代であり、その
間は洪水氾濫で堆積した無遺物層である。洪
水によって中断されながらも数千年間にわ
たって、間歇的に集落が営まれた（図25、26；
阿子島・吉田、1999）。　これが人工の水路と
なる以前の馬見ケ崎川旧河道の原風景である。
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図24　昭和22年米軍撮影航空写真（建設省国土地理院蔵）　　　〇印は図21の対照地点を示す。
図25　山形西高等学校敷地内遺跡。旧河道と縄
文時代の村。
図26　山形西高等学校敷地内遺跡。
　　 古墳～平安時代の住居群。
後背湿地→
旧 河 道 自然堤防 旧河道
【石積みの記録について】
　堰の両岸の石積みは古くは江戸時代のもの
である。その記録精度について、図と写真を
比較した。図27は旧県庁前の明治初期の新築
通り東側、「警察本署」前の塀土台と側溝の石
積みの写真（県内の風景写真としては最古の
ひとつ）であり、山形の伝統的な手のこんだ
積み石の技法（たとえば、諏訪町１丁目の成
願寺の周囲（図29）、東原町２丁目のもみじ
公園（旧宝憧寺）の周囲）にやや似ている。
その写真を下地にしたと伝えられる高橋由一
の精密画（図28）では石積みの技法はほとん
ど読めない。また明治14年山形県新築図錦絵
では、側溝と旧県庁前の道路を横断する堰が
あることがわかるにすぎない。　明治11年に
架設された山形市坂巻の常盤橋(6)を描いた木
版“山形縣下眼鏡橋之真景”（明治14年長谷
川竹葉筆　五十嵐太右衛門出版　山形大学付
属博物館蔵）は石積みをよく描いているが、
高橋由一“吉原村新道内須川ニ架スル常磐橋”
では石積みは読めない。この時期が写真記録
のある限界で、現物のある場合にかぎり考古
学的手法で復元できる。
４．む す び
　山形市街を流れる五堰とよばれる灌漑水路
が、都市の景観づくりに重要な“地域の要素”
と認識され、創造型あるいは原風景回帰型の
整備が行われつつある。原風景回帰型の整備
にあたって、その原風景の復元のための資料
がもとめられている。
　そのために、古地図、旧版地形図、市街図、
航空写真、風景写真などの表現精度を比較し
ながら検討し、扇状地の扇頂部と扇端部の堰
（水路）のおおよそ100年前の風景を求めた。
扇状地中央部の旧城下町の市街をぬける部分
では、堰の両側に建物や樹木がせまって暗い
風景であるが、扇頂部や扇端部では、畑・水田
あるいは点在する集落をぬって走り、樹木は
点在する程度で、明るく開けた景観であった。
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図27　明治14年菊池新学翁撮影、オリエンタル
写真工業複製とある。山形大学付属博物
館蔵。
図28　明治18年高橋由一「山形県令道路完成記
念画帖（其の三）山形県之巻55図」より。
山形大学付属博物館蔵。
図29　山形市内に残る伝統的な石組み。諏訪町
１丁目成願寺。道路拡張工事のため移転
予定。
　山形大学小白川地区や山形市立第六小付近
の堰の復元は、大正～昭和前期に学校ができ
てからの風景にもとづいている。そして平成
の創作が加えられた。
　江戸時代の技法をうけつぐ、丸石に加工し
た石組みは、扇頂部や扇端部の耕作地帯には
あまりなくて、おそらく扇央部の旧市街で、
蓋石でおおわれて埋没しているはずである。
　個人的な原風景は幼いときに体験する風景
である。“社会的な原風景”は公共の責任にお
いて保全あるいは創造されるべきである。
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　山形ではせきとめ装置だけでなく水路系統
に対して堰と呼ばれる。五堰とは図４の双月堰、
宮町堰、八ケ郷堰、御殿堰、笹堰である。江戸
時代前期より５つの取水装置があったが、昭和
55年に合口頭首工が完成し一括取水して分水
されるようになった。取水残りの基底水量と下
流河川敷の景観保全との関連を含めた、河川管
理の官民学の対話型検討会“かわら塾”が平成
10年より３年間にわたって行われた（事務局
は山形県土木部。平成12年３月『おらだの馬
見ケ崎川をどうすんべ―新馬見ケ崎川創造
計画マスタープラン―』。21ps）
　例えば、山形市（1996）中心市街地景観ガ
イドプランの概要版　p.13の“6.1堰を中心と
した水環境の再生と保全”。
　農村計画課資料に、小白川町佐藤清三郎氏蔵
のカラー縮小図が載せられた。2001年３月に
市役所１階ロビーで行われた五堰の展示には、
古城正勝氏蔵の写本が展示されている。それは
ゼロックスコピーに手で塗色したものである。
　この地図の解説は山崎（1965）に詳しい。
その図１は単色縮小図であるが、オーバーレイ
で書き入れ文字の解読が付されている。
　山形のような比較的近くで自然にふれるこ
とのできるところで経費をかけて擬自然を創
出することを疑問とする考えと、比較的自然環
境がよいとはいえ教育現場で時間的にも手つ
づき的にも校外でひんぱんに野外授業を行う
ことが実際むずかしいであろうという考え、計
画段階から六小児童にも考えさせてきた等の
意見がある（村山総合支庁農村計画課、2002
のうそんせいび、No.178､183）。ビオトープ
であり、評価は10年待ちたい。犬川にそった
天池（てんぬま　図21、図24のなかの対照点
のひとつ）も、今回の事業のひとつとして、ビ
オトープとしての環境整備が行われた。工費
9,700万円。
　　また、ほかの区間においても、道路幅を確保
して安全のため水路に蓋をすべきという住民
意見と、堰のうるおいや原風景復元を求める住
民意見とが2000－2001年にかけて、市民環境
フォーラム（著者らが関った山形市新環境計画
策定のための公聴会）や新聞の読者意見欄でそ
れぞれ述べられた。
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図30　山形大学北側水路の石組み（改修前）。
2002年２月
　山形西高等学校の敷地は日本飛行機工場跡
地の東部分に相当する。日本飛行機工場敷地造
成にともなって笹堰は敷地内を東西に貫く直
線状に付け替えられた。この写真では敷地西外
側の水路は原形のままである（図24）。
　明治22年に流失。その遠景写真が最近イタ
リアで発見された（平凡社、2001　大日本全
国名所一覧）。
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Abstract
　The old city and castle of Yamagata occupied the lower part of the Mamigasakigawa alluvial 
fan.  Five series of irrigation channel networks had developed all over the fan surface since about 
3 hundred years ago.  Recently the irrigation ditches have been recognized as an important 
element characterizing the landscape of Yamagata city.  Some parts of the channels were newly 
created and other parts were being reconstructed after the style of original landscape.  The 
author used the old hand-written maps, topographic maps, photos and air photos to presume the 
lost landscape. 
